
「命を守る」という大切なことに役立つのは、

アウトドアのスキル。

阪神大震災を被災した「あんどうりす」さんが、

防災・減災の方法を楽しく導きます。

江戸川区民が作った防災マンガ
「どうする？ 水害から命を守る行動」

感染症対策中の避難先は？

早く避難すれば、移動が楽



今週も引き続き、

防災マンガ「どうする？ 水害から命を守る行動」
のご紹介。

今日は２ページ目です。

江戸川みんなの防災プロジェクトは
「みんなで助ける、みんなが助かる防災」を目標
に活動する
江戸川区民の有志による防災ムーブメントです。

この漫画(※１)は、
この有志グループにより、２０２０年３月に発行さ
れました。

今日はその２ページ目
私が監修したページを紹介したいと思います。

（※１）防災マンガ「どうする？ 水害から命を守る行動」（全２ページ）
江戸川みんなの防災プロジェクト
http://edomb.wp.xdomain.jp/program/manga



先週は１ページ目に描かれている

防災情報・気象情報の
見方、捉え方をご紹介しました。

気象庁が臨時記者会見を開いている時は、

マジでヤバイ！（危険な気象状況が迫っている）

と書かれています。

これは、ぜひ意識して欲しいことです。



それから、
早く避難した方が、移動するのが楽という事。

ベビーカー、
赤ちゃんをだっこやおんぶしている方、
車イスの方、
高齢者の方、
身体が不自由な方たちは、

避難の決断を早く。

というようなことが書かれていました



マンガの２ページ目は、
実際に避難する場合の目安や注意などが
描かれています。

これまでの雲博士に変わって

「りす」のキャラクターが
水害時の避難について教えてくれるという
ページになっています。

では、今回も読んでいきましょう。

（次ページにマンガがあります。）





……という内容でした。

この防災マンガは、

江戸川区危機管理室 及び
公益財団法人えどがわボランティアセンター
の
協力により、
公益財団法人トヨタ財団の助成金で作られま
した。

マンガを描いてくださったのは
長野県佐久医師会・佐久市による

教えて！ ドクタープロジェクトのイラストを描
いている
エムラヤスコさんです。



これはダウンロードもできますし
みなさんがコピーして配っていただくこともで
きます。(※２)

お友達と一緒に、防災について考えるきっか
けにしていただければと思います。

（※２）
著作権は版元にあります。
出典を記載し、改変せず、
非営利目的であれば自由にコピーできます。



新型コロナウイルス感染拡大の影響で

地域によっては、まだ
実家に逃げたら危ない場合もあります。

県をまたいでの移動が必要だったり、
高齢の家族に感染させてしまうかもしれません。

ですので、
避難先は、以前よりも選びにくくなっています。



まず、自宅が安全な場所かどうかを
ハザードマップなどでチェックしてください。

避難しなければいけないと分かった場合に、

どこに避難するかという事を
予め考えておいてください。

仲が良いお友達の家も
候補になるかもしれません。

行政も、

ホテルなど宿泊施設にも協力を仰いでいま
すが、

まだまだ都市部では数が足りていないのが
現状です。



今まで被害が無かったところも
被害に遭うことが、

最近多くなってきています。

残念ながら今年も
豪雨災害が起こる可能性は

とても高いのです。



（TEXT/はしも）

マンガをトイレの壁にでも貼っていただくと、

家族で話し合うきっかけにもなりますので、
ご利用いただければ嬉しいです。

ぜひ読んでみてください。

防災マンガ「どうする？ 水害から命を守る行動」
江戸川みんなの防災プロジェクト
http://edomb.wp.xdomain.jp/program/manga

エフエム西東京
あんどうりすの防災四季だよりのページからも
ダウンロードできるようになっています。


